
34NICHIGIN 2009 NO.18

ト ピ ッ ク ス

金
沢
支
店
開
設
一
〇
〇
周
年

▼
日
本
銀
行
金
沢
支
店
は
、
今
年
で
開
設

一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
節
目
に

あ
た
り
、
三
月
十
四
日
と
十
五
日
、
記
念
イ

ベ
ン
ト
「
に
ち
ぎ
ん
博
in
金
沢
～
こ
れ
か
ら

も
地
域
と
共
に
～
」
を
、
金
沢
　
世
紀
美
術

館
の
シ
ア
タ
ー
　
を
お
借
り
し
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
昔
の
紙
幣
や
、
チ
ャ
イ
ム
代

わ
り
に
使
っ
て
い
た
拍
子
木
、
開
設
当
時
か

ら
あ
る
自
衛
消
防
隊
の
火
消
し
衣
装
、
昭
和

三
十
八
年
一
月
豪
雪
（
サ
ン
パ
チ
豪
雪
）
で

職
員
が
一
二
時
間
か
け
て
福
井
に
現
金
を
運

ん
だ
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
、
金
沢
支
店
の

一
〇
〇
年
の
歩
み
を
今
に
伝
え
る
品
々
の
展

示
や
、
模
擬
紙
幣
で
一
億
円
の
重
さ
を
体
感

す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
職
員
手
作

り
の
企
画
で
皆
さ
ま
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
子
供
た
ち
に
未
来
の
紙
幣

を
デ
ザ
イ
ン
し
て
も
ら
っ
た
り
、
金
沢
美
術

工
芸
大
学
の
学
生
と
当
店
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
紙
幣
の
裁
断
片
で
作
製
し
た
オ

ブ
ジ
ェ
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
ア
ー
ト
の
発

信
地
の
会
場
な
ら
で
は
の
企
画
も
ご
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
へ
の
感
謝
を
込
め
て
開
催
し
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
二
日
間
で
四
二
〇
〇
人
を

超
え
る
方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
日
本
銀
行
で
は
、
引
き
続
き
「
地
域
と

と
も
に
歩
み
続
け
る
開
か
れ
た
日
銀
」
を
目

指
し
て
参
り
ま
す
。

「
日
銀
夏
休
み
親
子
見
学
会
」
の

ご
案
内

▼
毎
回
ご
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
「
日
銀

夏
休
み
親
子
見
学
会
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。

本
店
内
の
見
学
の
ほ
か
、親
子
ク
イ
ズ
大
会
、

一
億
円
の
重
さ
体
験
、
お
札
の
数
え
方
な
ど

の
体
験
学
習
に
加
え
、
お
子
さ
ま
の
「
夏
休

み
自
由
研
究
」
に
も
役
立
つ
よ
う
、
見
学
会

で
学
ん
だ
こ
と
を
形
に
す
る
こ
と
で
よ
り
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
に
ち
ぎ
ん

レ
ポ
ー
ト
」
作
成
時
間
を
設
け
る
な
ど
の
企

画
も
予
定
し
て
い
ま
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

　

お
申
し
込
み
方
法
も
含
め
、
詳
し
く
は
日

本
銀
行
Ｈ
Ｐ
で
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
皆

さ
ま
方
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
開 

催
日
時
】 

八
月
六
日（
木
）、十
三
日
（
木
）、

十
九
日
（
水
）

　

 

い
ず
れ
も
十
三
時
か
ら
三
時
間
程
度

【
会 

場
】
日
本
銀
行
本
店

    （
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町
）

【
募 

集
対
象
等
】
小
学
校
四
～
六
年
生
の
お
子

さ
ま
と
そ
の
保
護
者
（
祖
父
母
等
も
含

む
）
各
回
定
員
四
〇
名

【
お 

申
し
込
み
方
法
】 

は
が
き
に
参
加
希
望

日
、参
加
さ
れ
る
方
の
氏
名
・
続
柄
・
学

年
、
ご
住
所
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う

え
、
左
記
の
宛
先
に
ご
送
付
く
だ
さ
い
。

　

  

〒
一
〇
三
―
八
六
六
〇　

　

 

中
央
区
日
本
橋
本
石
町
二
―
一
―
一　

　

 

日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
見
学
受
付

    「
日
銀
夏
休
み
親
子
見
学
会
申
込
」

【
応 

募
締
め
切
り
】
七
月
二
十
一
日（
火
）
必
着

＊
ご
応
募
数
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
の
う
え
結
果
を
書
面
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
見
学
受
付

　

☎
〇
三 

― 

三
二
七
七 

― 

二
八
一
五

編 集 後 記
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■このたび編集長を交替することになりま
した。この 2 年間、「日銀に親しみを持っ
てもらうこと」、「日銀の政策や業務につい
て理解していただくこと」などを目的とし
て発行している広報誌のあり方について、
自分なりに悩みながら試行錯誤を続けてき
ました。自分で担当したインタビューを始
めそれなりの高いクオリティーを維持でき
たのではないか、との自負もありますが、
その一方でやや難しすぎたのでは、との印
象も持っています。今後は、新編集長の下で、
今まで以上に皆さんにご満足頂ける誌面と
なるよう祈念しています。　　　　  （恵谷）
■オープンキッチンできびきびと働くレス
トラン「まごの店」の高校生たちは、自分
の将来の夢という明確な目標に向かって、
どんな経験も財産にしようとひた向きに努
力しています。その姿に惚れ込み、未知数
だったこの店への多額の資本投資を英断し
た多気町の大人たちの器の大きさに驚くと
ともに、寝る時間も削って 365 日、生徒
指導にあたっておられる村林先生の情熱に
感動しました。「まごの店」は、町全体を
も元気にするエネルギーに満ち溢れていま
した。　　　　　　　　　　　　  　（ＡＵ）
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